
 北海道八雲高等学校 

   学校運営協議会（CS）通信 
第２号 

2025.11. 17  発行 
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 今年度からスタートした八雲高校学校運営協議会（CS）の会長を務めます近藤と申します。このCSがスタートす

る前からも、学校での合同企業説明会の実施や総合ビジネス科との授業での連携など、地域の活性化や地域人材を

育成する教育活動が以前から行われていましたが、学校運営協議会に参加して、他にもたくさんの地域と連携した

教育活動を行っていることがわかりました。先日も、町と連携した上智大学と八雲高校２年生との交流を実際に見

学し、都会の大学生と話す生徒を見て、八雲町にいながら素晴らしい経験ができていると感じました。このように

地域と連携した活動について皆さまにも知っていただき、さらによりよい取組や活動になるよう皆さまからもご意

見やご助言をいただけたら幸いです。 

 近年、八雲高校も生徒数が減少し、間口減や学校存続の危機がくる可能性がないわけではありません。将来の八

雲町を担う人材を育てるため、さらに学校と地域が連携し、協働することが重要です。今後とも学校運営協議会へ

の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 第２回学校運営協議会を開催しました！ 

       近藤会長あいさつ 

 10月７日（火）本校において第２回学校運営協議会を開

催し、10名の委員の方々に参加していただきました。 

 本校事務局から今年度の中間活動報告と本校で９月末に

実施した中間反省報告を行い、委員の皆さまより承認をい

ただきました。また、今年度から本校は、道教委指定事業

「実社会と結び付いた課題設定」支援プロジェクトの指定

校となりましたので、その概要と協力していただきたいこ

との説明がありました。 

       分科会のようす 

 質疑応答では、「八雲高校にとってこの事業のメリッ

トは何か」という質問があがりました。回答としては

「ＣＳ委員以外にも多くの参加対象者がおり、多くの方

に学校の様子を知っていただき、また、連携を図ること

により、学校を支える方が増えることが見込まれる」と

の回答がありました。 

 その後は、【探究部会】【地域連携部会】【健康安全

部会】の分科会に分かれて、活動についての反省や意見

を出し合い、話し合いました。話し合った内容と各部会

の中間報告は次のとおりです。 

【探究部会】 

上智大学角田准教授はオンラインで接

続し、CS運営協議会に参加しました。

先月行った本校と上智大交流について

話し合い、大変貴重な交流であるため

ぜひ続けてほしいとの意見が出されま

した。 

○八雲学・1年農林漁業出前講座 9/19 

○合同企業説明会① 6/26 

○２年インターンシップ 9/17～18 

○２年上智大学交流事業 9/12 

○２年探究学習発表会 11/4予定 

○海外短期研修報告会 ２月上旬予定 

 

【地域連携部会】 

小中学生との勉強会の実施について話合い

ました。また、総合ビジネス科で実施して

いる起業家教育や学校祭PTAバザーの今後に

ついて議論しました。 

 

○起業家教育 ・木蓮講師6/10,7/23,9/24 

○企業とのコラボ カントリーマアムのデ

ザイン更新 10/5お披露目 

○春季・秋季地域清掃ボランティア 

  6/12,10/16 

○地域行事「八雲山車行列」への有志参加  

 7/5 

○子ども会広場ボランティア参加 9/21 

○小中高連携・バドミントン部野田生・熊 

  石中と合同練習 

【健康安全部会】 

防災教室や薬物乱用防止教室につい

て、議論しました。学年が上がるに

つれて段階的に内容を変更したほう

が効果的ではないかとの意見が出さ

れました。 

 

○春季・秋季防災避難訓練 6/26 

○１日防災学校・八雲総合病院防災

講話 秋季防災避難と合わせて

11/18予定 

○交通安全講話 5/13  

○情報モラル教室 5/27 

○性教育講演会 6/30 

○薬物乱用防止教室・防犯教室 

11/27予定 



 道教委「実社会・実生活と結びついた課題設定」支援プロジェクトについて 
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  企業とのコラボ 株式会社不二家×本校美術部 

   カントリーマアムの新パッケージをデザインしました！ 

 10月5日(日)八雲町シルバープラザにおいて挙行された八雲町開町20年記念式典

において、本校美術部員がデザインした、八雲町限定の不二家「カントリーマアム

北海道ミルク味」の新パッケージを発表しました。昨年の10月に八雲町役場様から

お声がけいただき、３年生4名、２年生３名が、ほぼ1年をかけて作成に取り組みま

した。リニューアル前のデザインを踏襲しながらも、暖色系を用いたり、海面のき

らめきを強調したり、八雲の魅力的な風景の１つパノラマロードを描くことで八雲

らしさをだすことができました。当日のお披露目会で生徒から説明させていただ

き、北海道新聞に記事として掲載されました。 

 このたび生徒にとって得がたい貴重な経験と、様々なご支援、ご指導をくださっ

た不二家様、八雲町役場の皆様に、改めて心からお礼申し上げます。  

 不二家社長様と八雲町長と一緒に記念撮影 

北海道八雲高等学校学校運営協議会事務局   

担当：教頭 上村 tel:0137-63-2105 

 本校HPに、本校の教育活動を更新しています。  

 ぜひ一度、本校HPをご覧ください。    → 

 11月４日（火）５・６校時に本校体育館で、２年生「総合的な探究の時

間」の成果をまとめた発表会を行いました。「保育士」「酪農」「空間デ

ザイナー」などをテーマにした２年生８チームが発表しました。職業から

考察する八雲町の課題やそれに向けた提案などが発表されました。CS委員

の近藤会長、八雲町教育委員会三坂様、八雲町政策推進課川口様にも審査

していただきました。また、八雲町教育委員会西田教育長から最後の講評

をいただきました。他のCS委員、インターンシップでお世話になりました

事業者の方々にも、参観していただきました。誠にありがとうございまし

た。生徒の励みにもなりますので、今後ともよろしくお願いします。 

 ２年生「総合的な探究の時間」成果発表会を開催しました！ 

   次回第３回の学校運営協議会は、２月中旬を予定しております。 

本校は今年度から３年間指定校になりました。このプロジェクトの概要は、大きくわけて次の２つになります。 

【総合的な探究の時間普及・充実事業】  

１「総合的な探究の時間合同説明会」を地域で開催 

 ①総合的な探究の時間支援員（道教委）からの説明 

 ②指定校の実践の紹介 

 ③学校と地域が連携した生徒支援の在り方について協議 

 

 

 総合的な探究の時間応援団としてリスト化、全道で活用 

 ※合同説明会参加対象 

  高等教育機関、小・中学校、商工会議所、地元自治体、        

  中小企業同友会、研究機関、青年会議所等 

 

２「学校・地域実践事例報告会」の実施 

 ①指定校と連携する自治体等が実践発表 

 ②学校と自治体等の連携に向けた協議 

 

 

       実践事例の全道への普及 

【グローカル課題研究支援事業】  

生徒の探究活動の育成のため、生徒向けのセミナーや中

間報告会・成果発表会を開催 

※本校代表２年生 「二海サーモン」チーム 

 １月９日 探究活動成果発表会（オンライン）出場 

 １月31日 Ezo 探究 festival（札幌）出場  

地域の皆様方には、次年度以

降に開催される合同説明会へ

のご協力をお願いします。 

   ◎この事業の詳細は道教委HP⇒  

  デザインしたパッケージ 


